
Title 停留睾丸に合併した睾丸回転症の1例

Author(s)
岡野, 学; 中村, 直博; 河原, 優; 鈴木, 裕志; 米田, 尚生; 秋野,
裕信; 磯松, 幸成; 村中, 幸二; 蟹本, 雄右; 清水, 保夫; 河田,
幸道

Citation 泌尿器科紀要 (1987), 33(2): 285-288

Issue Date 1987-02

URL http://hdl.handle.net/2433/119037

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University



285

泌尿紀要33巻2号
1987年2月

停留睾丸に合併 した睾丸回転症の1例

福井医科大学泌尿器科学教室(主 任'河 田幸道教授)

岡野 学 ・中村 直博 ・河原 優

鈴木 裕志 ・米田 尚生 ・秋野 裕信

磯松 幸成 ・村中 幸二 ・蟹本 雄右

清 水 保 夫 ・河 田 幸 道

TORSION OF THE UNDESCENDED  TESTICLE: 

          A CASE REPORT

Manabu OKANO, Naohiro NAKAMURA, Masaru GOBARA, 

    Yuji SuzuKI, Hisao KOMEDA, Hironobu AKINO, 

Yukishige ISOMATSU, Koji MURANAKA, Yusuke KANIMOTO, 

       Yasuo SHIMIZU and Yukimichi KAWADA

From the Department of Urology, Fukui Medical School 

(Director: Prof Y. Kawada)

   A 15-year-old boy was consulted to our hospital with the complaint of swelling of the left 

inguinal region with tenderness. Under the diagnosis of torsion of the undescended testicle, left or-

chidopexy was done with the finding of left testicle which had 360 degree counterclockwise intra-

vaginal rotation. This was thought to be the 54th case of the disease in Japan. We have made 

some discussion on incidence, complication, diagnosis and therapy.
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緒 目

停留睾丸,お よび睾丸回転症はいずれもまれな疾患

とは言えないが,両 者が合併 した症例の報告はきわめ

て少ない.今 回,著 者は,停 留睾丸に合併した睾丸回

転症の1例 を経験 したので若干の考察とともに報告す

る.

症 例

患者:15歳,男 子

初診:1985年6月4日

主訴:右 鼠径部痛

家族歴1特 記すべきものなし

既往歴:生 下時より両側停留睾丸に気付くも放置し

ていた.

現症 歴:1985年6月2日,午 後7時 頃,突 然,下 腹

部 の激 痛 に お そ わ れ 近 医 に て鎮 痛 剤 の投 与 を受 け た.

しか し,6月3日 に は,左 鼠 径 部 に 腫脹 を 認め,疹 痛

も増 強 して きた た め6月4日,当 科 を受 診 した.

現 症:身 長165cm,体 重46kg栄 養 状 態 良 好,体

温37℃,血 圧128/64mmHg.頭 頸 胸 部 に 理 学 的 異

常 所 見 認 め ず.腹 部 は 平 坦,軟,肝 脾 触 知 せ ず.両 腎

触 知 せ ず.左 鼠径 部 に クル ミ大 に 腫脹 し,発 赤,圧 痛

を 伴 った弾 性 硬,可 動 性 の 腫 瘤 が触 知 され た.ま た,

右 鼠 径 部 に も栂 指 頭 大 の 腫瘤 が触 知 され た.外 陰 部 に

お い て は陰 嚢 の発 育 が 悪 く,両 側 ともに そ の 陰嚢 内容

は触 知 され なか った(Fig.1).

検 査 所 見 ・RBC517×104/mm3,Hbl6.Og/dl,

Ht46.3%,WBC11,100/mm3,P-let30.7x10A/mm'

TP7.4g/dl,GOT131U!1,CPK431U/1,T.bil
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o.8mg/dl,　 Na　 140　mEq/1,　 K　 3.7mEq/l,　 cl　loo

InEq/l,　 ca　 4.4　mEq/1,　 BuN　 14　mg/dl,　 cr　o.9　mg!

dl

　 超 音 波 検 査 所 見 で は両 側 の腫 瘤 は 睾丸 お よび 副睾 丸

と診 断 され 患 側 で は,そ の腫 大 を 認 め た(Fig.2),

　 以上 よ り,左 側 停 留睾 丸 に 合 併 した精 索 捻 転 症 と診

断 し,手 術 を 施 行 した.

　 手 術 時 所 見:左 鼠 径管 の直 上 に 皮膚 切開 を加 え,皮

下 組 織 を 分 け る と,腫 瘤 は外 鼠 径輪 を 出 た 部位 に あ

り,ク ル ミ大 で,黒 褐 色 を 呈 して い た.固 有 鞘 膜 を 開

Fig。4r.　 RI　 angiography

Fig,1.術 前 所 見

Fig.2.左 睾 丸 ・副 睾 丸 超音 波 検 査

Fig.3.術 中 所 見

くと同様に変色 した睾丸,お よび副睾丸を認めた.精

索は鞘膜内では反時計方向に360。 捻転しており,副

睾丸尾部では睾丸との付着はみられず(Fig.3),睾 丸

導帯 も恥骨結合に付着していた.捻 転を整復して血行

の回復をはか り,1時 間ほど経過をみたところ,睾 丸

のうっ血が低下し変色の改善がみられたため,睾 丸を

温存することとし,固 定術を行なった.同 様に,対 側

も固定術を行なった.

　術後経過は良好で,健 側に比べ触診上やや硬いもの

の,大 きさも,ほ ぼ同様 となった.ま た,術 後13日 目

にRI　 angiographyを 行 なった ところ健側に比べ劣

るものの,そ の2/3程度 の血流が認められた(Fig.4).

考 察

　睾丸回転症は,年 々増加傾向にあ り,最近では年平均

21例 との報告1)があるように稀な疾患 とはいえない

しか し,停 留睾丸に本症が合併 したものは本報以前に

は村山以来53例 にすぎず,1年 間に2,3例 程度の報

告がみられるのみである2-"5).睾丸 回転症における停

留睾丸の頻度は角田6)によれば9.2劣,Macn旦co17)に

よれば13.3%と 近年,減 少傾向にある.こ れは正常睾

丸回転症の報告例が増加するに従い,停 留睾丸に合併

した症例の占める割合が減少してきたこと,停 留睾丸

の治療例の増加によるためと考えられる.

　発症年齢としては,生 後1ヵ 月から46歳 までと巾広

く,そ の頻度としては10歳 台が最も多く次いで10歳未

満となっている(Table　 1).こ れは停留睾丸にみられ

る解剖学的異常つまり,本 例のごとく,睾 丸と副睾丸

との付着異常や副睾丸の形態異常,固 有鞘膜腔の閉鎖

不全などが重大な要因となっているために低年齢に発

生し易いと考えられる.

　患側としては30122と やや左側に多く,一 般の回転

症が3:1と 左側に多い1・8・9)のと似た傾向を示 してい

る.両 側性のものは皆無であったがこれは対側の停留



Table　 1.発 症年 齢
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年　齢 症例数

0～10

11～20

21～30

31～40

41～50

!7

21

6

4

6

Table　 2.回 転 度

回転度 症例数

90,

180

270

360

450

540

630

720

810

900

13

2

17

2

4

2

睾丸の固定術が同時に行なわれているた め と思われ

る,

　 部位としては,鼠 径部が43例 と圧倒的に多かった

が,腹 腔内のものが6例,移 動性睾丸が1例 報告され

ている.こ のうち,鼠 径部のものは,局 所の有痛性腫

瘤触知,全 身状態,腹 膜刺激症状の有無などより診断

は必ずしも困難ではないが,腹 腔内のものは鼠径部の

ものと異な り症状か らは,虫 垂炎,イ レウスなどと鑑

別がむずかしく,術 前診断は容易ではない.

　 一般に診断の目安としては,陰 嚢内容の欠除すなわ

ち停留睾丸である点,急 激な発症である点,触 知可能

なものであれば,圧 痛が著明で,腫 瘤が増大傾向にあ

る点,全 身状態が良 く,発 熱や消化器症状のない点な

どに留意す るとよい.し か し,一 般の回転症に おい

て,SnyderiO)が 述べているように2歳 未満では症状

が乏 しく,と きには,不 機嫌,食 欲不振,嘔 吐のみを

示すものが多く早期診断が困難と思われる.

　補助診断法 としては,表 在性のものであれば,一 般

の回転症と同様 に,超 音波検i査や,RI　 angiogra.

phyな どの使用が考えられるがこれらは本例の ご と

く,保 存手術後の経過観察にも有用と思われる11).

　捻転の方向については本例とは逆に22:12と 時計方

向が多 く,回 転度としては本例のごとき360。 が最 も

多く,次 いで180。 となっているが,甚 しいものでは

900。 との報告も認められる2)(Table　 2).

　合併症としては,睾 丸腫瘍(5例)ヘ ルニア(3

例)が 多いようである.

　治療は,診 断がつき次第,で きるだけ早期に手術す

ることが望ましい.発 症早期の睾丸は,捻 転解除後比

較的早期に血行の改善をみることができるが,睾 丸の

組織が明らかに軟化,壊 死におちいっている場合を除

き,で きるだけ睾丸を残す ようにする方がよいと思わ

れる.発 症からの時間が睾丸の組織におよぼす影響は,

福 田12)の動物実験によれば,栄 養血管結紮後,10時

間 目より間質の出血 と実質の変化が現 われ,34時 間

後には壊死となった.ま た結紮除去後の組織の回復は

12時間までが限度と報告されている.Burtont3)は,

精細胞は2時 間で軽度の,4時 間では著明な変性がみ

られ,8時 間後には間質細胞に も著明な変性が み ら

れ,10時 間後では睾丸の線維組織による置換がみられ

ると述べている.

　臨床的には,公 文1)や間14)の報告では,12時 間以内

では固定術が多く,24時 聞以上では除睾術が多 くなっ

ている.ま た,Lindhageni5>は,10時 間以内で は

100%睾 丸保存に成功 したと報告している.

　本例は発症後24時 間以上経過しているものの,整 復

によ り血流の回復とともに睾丸の変色が軽減 したた

め,温 存方法をとったが,術 後のRJ　 angiography

にお いても,か な りの血流が認められ,良 好な経過を

とっている.機 能面では,固 定術を行なった症例にお

いて精子形成能が低下するとの報告も散見される16・17)

が,患 者の心理的な面をも考慮に入れてやはり睾丸を

残すような努力が必要 と思われる,

　本例を含めた54例 のうちでは,除 睾術が圧倒的に多

く45例(83%)を 占めてお り,固 定術はわずか6例

(11%)で あ り睾丸保存の困難さが示唆される と同時

に,本 症の早期発見および的確な術前診断の困難さが

治療法にも反映していると考えられた.

結 語

　左鼠径部停留睾丸に発生 した睾丸回転症の1例 を報

告 し,若 干の文献的考察を行なった.
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